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業績予想の前提条件 連結

 内外の金利については、2020年3月末時点のインプライド・フォワード・レートに沿って推移。
 海外のクレジットスプレッドについては、上半期の間は高止まりの状況が継続し、その後、新型コロナウイルスの影響が
徐々に収束に向かうことに伴い、海外のクレジットスプレッドも徐々に縮小。

【円金利】 【米国IG社債スプレッド】

【米金利・ドル調達コスト】

【米国HY社債スプレッド】

金利等の前提
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注：20年3月末は、新型コロナウイルス感染拡大に伴う市場混乱により、
クレジットスプレッドが急拡大し、時価が減少

（切り捨て表示）

 国内の低金利環境の継続に加え、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う世界経済の悪化や金融市場の混乱が継続する
懸念など、運用を取り巻く環境は非常に厳しく、かつ不透明な状況。

 このため、金融市場の混乱が収束するまでの間は、ALM・運用業務について、リスク抑制的に対応することとし、混乱に
収束の見通しが立った場合等は、市場動向を注視しつつ、許容されるリスクの範囲内で、追加的な収益確保に努める。

リスク性資産※1残高 戦略投資領域※2残高

運用計画

戦略投資
領域

外国証券等

貸出金

社債等

地方債

（兆円）

金銭の信託
（株式）等

（見通し）

（兆円）

その他

ヘッジファンド
（HF）
不動産ファンド

プライベート・
エクイティ
ファンド（PE）

（見通し）

（年/月末）（年/月末）

単体

90兆円程度

4～5兆円程度

※1 円金利（国債等）以外（クレジット、外国国債、株式、オルタナティブ） ※2 オルタナティブ資産（プライベート・エクイティファンド、不動産ファンド（エクイティ）等）、
不動産ファンド（デット）、ダイレクトレンディングファンド

35

（切り捨て表示）


